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患
者
さ
ん
と
慶
應
義
塾
大
学
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を
つ
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K E I O
U N I V E R S I T Y

H O S P I T A L

C o m m u n i c a t i o n 
M a g a z i n e

ご 自 由 に
お 持 ち く だ さ い

広報誌タイトル「 すゝめ」とは
タイトルは明治 5 年から9 年にわたって出版された17 編を数える
福澤諭吉の大ベストセラー『 学問のすゝ め 』に因んでいます。

整形外科は、体を動かす骨、関節、筋肉、神経、靱帯などの運動器の病気を

担当しています。リハビリテーション科、麻酔科など多くの科とともに、さまざまな

保存療法あるいはご負担の少ない低侵襲手術を行い、痛みや機能障害を軽減

し、患者さんに動けることの喜びを実感してもらえるよう日々取り組んでいます。

動ける体と動ける喜びを皆さんに



低
侵
襲
手
術
を
採
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
手
術
の
後

は
丁
寧
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
多
く
の
患
者

さ
ん
に
症
状
や
機
能
が
改
善
し
た
状
態
で
退
院
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

保
存
療
法
は
様
々
な
診
療
科
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
っ

て
い
ま
す
。
手
術
適
応
で
は
な
い
も
の
の
痛
み
が
強
い

患
者
さ
ん
、
手
術
を
受
け
て
頂
い
た
も
の
の
十
分
な
改

善
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
は
麻
酔
科
な
ど
複
数

の
診
療
科
が
協
力
し
て
総
合
的
に
痛
み
の
改
善
に
取

り
組
む
「
痛
み
セ
ン
タ
ー
」
に
薬
物
治
療
、
ブ
ロ
ッ
ク
治

療
、
運
動
療
法
、
グ
ル
ー
プ
心
理
療
法
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
は
2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な
る
時
代

で
す
が
、
が
ん
は
高
率
に
骨
へ
の
転
移
を
生
じ
ま
す
。

当
院
で
は「
骨
転
移
を
生
じ
て
も
日
常
生
活
の
質
を

落
と
す
こ
と
な
く
、
が
ん
の
治
療
を
継
続
で
き
る
」
こ

と
を
目
的
に
、「
骨
転
移
診
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

整
形
外
科
、
麻
酔
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
放
射

線
科
な
ど
多
数
の
診
療
科
が
患
者
さ
ん
1
人
1
人
の

状
態
に
つ
い
て
丁
寧
に
評
価
を
行
い
、
骨
を
強
く
す
る

薬
や
放
射
線
治
療
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、

が
ん
の
骨
転
移
の
患
者
の
痛
み
や
機
能
障
害
の
改
善
、

骨
折
予
防
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
慶
應
病
院
で
は
整
形
外
科
を
中
心
に
多
く

の
診
療
科
が
協
調
し
、
運
動
器
疾
患
の
患
者
の
皆
さ
ん

に
最
適
な
医
療
を
提
供
し
、
動
け
る
こ
と
の
喜
び
を
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

整
形
外
科
は
骨
や
軟
骨
、
筋
肉
、
神

経
、
腱
、
靱
帯
な
ど
体
を
動
か
す
の
に

必
要
な
運
動
器
の
疾
患
や
け
が
を
治

療
す
る
診
療
科
で
す
。
そ
の
対
象
疾

患
は
せ
ぼ
ね
や
関
節
の
加
齢
性
疾
患
、

骨
折
・
脱
臼
な
ど
の
外
傷
、
骨
軟
部
腫

瘍
、
骨
粗
鬆
症
、
感
染
、
側
弯
症
な
ど

の
小
児
疾
患
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
ひ
と
た
び
運
動
器
の
疾
患
に
か
か

る
と
痛
み
や
麻
痺
、
運
動
障
害
な
ど
に

よ
り
、
生
活
、
仕
事
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
支
障
を
来
し
、
生
活
の
質
が
大
き

く
損
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
厚
労
省

の
調
査
で
は
国
民
の
皆
さ
ん
が
普
段

最
も
困
っ
て
い
る
症
状
は
腰
痛
や
肩
こ

り
で
あ
り
、
ま
た
、
要
介
護
・
要
支
援

に
な
る
最
大
の
原
因
が
運
動
器
の
問

題
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
動
器
の
障
害
で
移
動
能
力
が
低
下

し
て
い
る
状
態
を
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
呼
び
ま
す
が
、
日
本
全
国
で

軽
症
の
方
も
含
め
て
4
5
0
0
万
人

も
の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
運
動
器

の
疾
患
は
し
っ
か
り
と
し
た
治
療
が
必

要
で
す
。

当
院
の
整
形
外
科
で
は
最
先
端
の
技

術
を
駆
使
し
て
、
年
間
2
1
0
0
件

以
上
の
せ
ぼ
ね
や
手
足
の
関
節
、
骨
軟

部
腫
瘍
な
ど
の
手
術
を
行
っ
て
お
り
、

大
学
病
院
と
し
て
は
日
本
で
も
有
数

の
手
術
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
せ
ぼ
ね

で
は
脊
柱
管
狭
窄
症
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
、
側
わ
ん
症
、
手
足
の
関
節
の
障
害

で
は
人
工
関
節
、
腱
や
靱
帯
修
復
、
軟

骨
移
植
、
な
ど
が
主
な
手
術
で
す
。

多
く
の
手
術
で
患
者
さ
ん
の
負
担
を

軽
減
す
る
内
視
鏡
や
小
切
開
に
よ
る

整形外科 医師

松
ま つ

本
も と

 守
も り

雄
お

痛
み
無
く
動
け
る
体
を

取
り
戻
す
治
療
へ
の
取
り
組
み骨軟部腫瘍の術式は、腫瘍の性質と術後の身体機能を十分検

討し決定されます。がんの骨転移に対しても、患者さん一人

一人の生活を大切に、治療方針を考えます。

骨軟部腫瘍に対する手術風景
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私
た
ち
の
行
っ
て
い
る
整
形
外
科
疾
患

の
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
理
学
療
法
と
作
業
療
法
の
大
き

く
2
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
理
学
療
法
士

は
、
手
術
後
の
患
者
さ
ん
を
中
心
に
、

起
き
上
が
り
、
立
ち
上
が
り
、
歩
く
な

ど
身
体
の
基
本
的
な
機
能
回
復
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
専
門
家
で
す
。
作
業
療

法
士
は
、
入
浴
や
食
事
な
ど
日
常
の
動

作
や
細
か
い
作
業
活
動
な
ど
を
通
し
て

身
体
と
心
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
専
門
家
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
過
は
、
患
者

さ
ん
の
年
齢
や
筋
力
な
ど
で
個
人
差
が

あ
り
、
退
院
後
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
違
い

に
よ
っ
て
期
間
も
変
わ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
私
た
ち
は
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参

加
し
、
医
師
と
と
も
に
術
中
の
所
見
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
、
治
療
の
方
針
や
経

過
な
ど
を
見
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

計
画
を
変
更
し
た
り
、
転
院
や
退
院
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
骨
に
が
ん
が
転
移
し
た
場
合
、

整
形
外
科
の
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
診

察
し
ま
す
が
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
関

連
す
る
各
診
療
科
の
医
師
も
参
加
し
、

20
名
以
上
が
集
ま
る
時
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
脊
椎
・
人
工
関
節
の
分
野
で
は
、

最
先
端
の
治
療
や
研
究
段
階
の
ケ
ー
ス

も
あ
る
た
め
、
積
極
的
に
勉
強
会
な
ど

に
出
席
し
、
時
に
医
師
と
一
緒
に
学
会
に

参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

1
号
館
の
整
形
外
科
病
棟
の
ラ
ウ
ン
ジ

に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
病
棟
の
看
護
師
と
も
連
携
し
て
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
動
か
な
く
な
っ

た
も
の
を
動
く
よ
う
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
残
さ
れ
た
機
能
で
、
で
き
る
だ

け
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
が
医
師
や
看

護
師
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
と
も
に

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Interdisciplinary 
Pain C

enter

R
ehabilitation

か
ら
だ
の
痛
み
は
、
そ
れ
ま
で
問
題
な
く

で
き
て
い
た
日
常
の
些
細
な
動
作
で
さ

え
も
難
し
く
感
じ
た
り
、
仕
事
や
人
間

関
係
な
ど
の
社
会
生
活
に
も
支
障
が
で

て
き
ま
す
。
痛
み
に
対
す
る
恐
怖
心
か

ら
、
必
要
以
上
に
安
静
に
し
す
ぎ
て
し

ま
っ
て
、
結
果
と
し
て
筋
力
が
低
下
し
た

り
、
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
体
や
心
の
異
変
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
痛
み
を
強
く
し
長
引
か

せ
て
し
ま
う
悪
循
環
が
生
じ
ま
す
。
痛

み
は
、
か
ら
だ
の
部
分
的
な
原
因
だ
け

で
な
く
、
姿
勢
や
筋
肉
の
使
い
方
や
心

理
社
会
的
な
要
因
が
複
雑
に
関
与
し
ま

す
。
何
が
一
番
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い

る
か
は
、
患
者
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
で
異

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
の
脳
画
像
研

究
で
は
、
痛
み
が
慢
性
化
す
る
要
因
と

し
て
、
脳
で
の
痛
み
の
信
号
の
誤
作
動
が

関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

痛
み
診
療
セ
ン
タ
ー
は
、
麻
酔
科
、
整

形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
精

神
・
神
経
科
が
、
総
合
的
に
痛
み
を
評

価
し
治
療
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

2
0
1
8
年
6
月
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内
服
薬
の
調
節

や
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
で
部
分
的
な
痛
み
を
和

ら
げ
る
と
と
も
に
、
運
動
療
法
で
正
し

く
体
を
動
か
し
た
り
、マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

（
認
知
行
動
療
法
）で
脳
機
能
を
正
常

化
す
る
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
痛
み
に
対

す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
回
復
力
）を
高
め
て

い
き
、
好
循
環
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
き
っ
か

け
を
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。

総合的に痛みを治療
痛み診療センター

麻酔科、整形外科、リハビリテーション科、精神・神経科が、
ひとりひとり異なる痛みに対応します

チームで支える
リハビリテーション
強力な連携で術後の社会復帰をバックアップします
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お子さんの
頑張る力を支えます
～検査を受けるお子さんに、病院でできることを考えて～

慶應義塾大学病院では、入院中の患者さんにより快適な

入院生活を送っていただけるように、パジャマ・タオルセット

のレンタルサービスを導入しています。

１号館２階のナチュラルローソンに、自動決済ができる「セルフレジ」

が設置されました。お買い物に来られた方は、このセルフレジを使っ

て、自分で商品のバーコードを読み取って会計することができます。

ご利用者の利便性の向上とともに、店内の混雑が少しでも緩和さ

れることを期待しています。セルフレジは、現金以外の各種電子マ

ネー、クレジットカード決済に対応しています。

レンタルパジャマ・
タオルセットのご案内

ナチュラルローソンに
セルフレジが設置されました

入院生活において、たくさんの着替えやタオルが必要となり、「荷物

が多い」「洗濯が大変」といったご意見にお応えし、毎日パジャマ・

タオルを病室までお届けいたします。日々、新しいパジャマに交換

することで、感染予防、清潔保持の効果もあります。また、お支払は

退院後に請求書をご自宅に郵送し、コンビニ等でお支払できますの

で、大変ご利用しやすくなっております。快適な入院生活を送るた

めに、ぜひご活用下さい。

■ 受付場所：１号館１階　入院案内カウンター

■ 営業時間：月～金　9時00分～16時00分
（土：14時00分まで）

◦パジャマ（ 下記のいずれかよりお選び下さい ）

　パジャマ/甚平/浴衣/マタニティ

　サイズ：S・M・L・LL（マタニティ以外）

◦タオル　バスタオル、フェイスタオル

パジャマ・タオルセット 日額500 円（ 税別 ）

パジャマセット 日額400 円（ 税別 ）

◦パジャマ（ 下記のいずれかよりお選び下さい ）

　パジャマ/甚平/浴衣/マタニティ

　サイズ：S・M・L・LL（マタニティ以外）

検査の流れが分かる
写真入りのパンフレットです。

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
病
院
で
の
検
査
は
、
見

慣
れ
な
い
人
や
機
械
に
囲
ま
れ
、
不
安
や

恐
怖
心
の
強
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
お
子
さ
ん
の
心
理
的
負
担
を

和
ら
げ
ら
れ
る
よ
う
、
当
院
で
は
、
看
護

師
と
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師

が
協
力
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
お
子
さ
ん
が
検
査
内
容
を
理
解

し
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
独
自
に
作
成
し

た
お
子
さ
ん
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
ん

で
も
ら
っ
た
り
、
検
査
室
の
事
前
見
学
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
検
査
室
内

を
お
子
さ
ん
に
も
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
る

デ
ザ
イ
ン
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

検
査
終
了
後
は
、
台
紙
に
シ
ー
ル
を
貼
り
な

が
ら
、
お
子
さ
ん
の
頑
張
り
を
認
め
ら
れ
る

よ
う
「
検
査
の
シ
ー
ル
帳
」
を
導
入
し
ま
し

た
。
こ
う
し
て
形
に
し
て
伝
え
る
こ
と
は
、

お
子
さ
ん
の
達
成
感
や
満
足
感
を
高
め
、そ

の
後
の
検
査
や
治
療
に
対
す
る
意
欲
向
上

に
も
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
検
査
前
か
ら
検
査
後
ま
で
の一

連
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
お
子
さ
ん
の
心

理
的
負
担
を
和
ら
げ
、
頑
張
る
力
を
引
き

出
し
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
一
人
一
人
に
適
し

た
方
法
で
、
安
全
か
つ
正
確
に
検
査
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
病
院
で
の
体
験
が
、

「
怖
く
て
嫌
な
こ
と
」で
は
な
く
「
頑
張
っ

た
」
と
い
う
体
験
に
な
る
よ
う
、
関
わ
る
ス

タ
ッ
フ
皆
で
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

セルフレジでの自動決済の流れ

商品をバーコードで
読み取る

タッチパネルで
「購入する」をタッチ

各種電子マネーあるいは
クレジット決済を
選択して支払い

▲ ▲ お気軽にお声がけください！

配布場所

● 3D処置室（小児外来）

● X 線 一般撮影室

● CT MRI 検査室

● 6 A 病棟　他
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お
子
さ
ん
の
頑
張
る
力
を
支
え
ま
す

患
者
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ



当院では泌尿器科が中心となって前立腺がんの早期発見、適正治療をめ
ざすために、「PSAスクリーニングキャンペーン」を2013年より実施
しています。今年は以下の日時に開催いたします。
（要事前予約 参加費・無料）

開催日：2019年９月７日（土）１０時００分～１２時００分
会　場：２号館11階　大会議室
内　容：公開講座および血液検査（希望者のみ）

※プログラムの詳細は慶應病院ウェブサイトでご案内予定です
（ 随時更新 ）。

がんという病気と治療、親ががんであるために起きる気持ちへの対処
等について学ぶプログラムです。

外来診療時間
面会時間

休診日

〈受付時間・休診日〉
このQRコードをスマートフォン
などで読み取っていただくと診
療担当医表がご覧になれます。
なお病院入り口脇の電子掲示
板にも掲載しています。

〈診療担当医表〉

Information

「 すゝめ 」Vol. 08 　2019 年 7 月 16 日発行　編集・発行／慶應義塾大学病院広報誌編集チーム
慶應義塾大学病院 〒160 - 8582 東京都新宿区信濃町 35 番地　03 - 3353 - 1211（ 代表 ）　URL: http://www.hosp.keio.ac.jp/

患者さんとご家族、ご友人を対象としたセミナー・交流会を定期的に開催しています。
どなたでもご参加いただけます。（ 参加費・無料 ）患者サロン開催予定

「PSAスクリーニングキャンペーン」

8時40分〜12時00分、13時00分〜16時00分
（平日）15時00分〜19時00分 
（土・休日）13時00分〜19時00分

日曜日、第1・3土曜日 / 国民の祝日・休日 /
年末年始（12月30日〜1月4日） / 慶應義塾の休日（1月10日、4月23日）

日程 テーマ 形式 時間

7月27日（土） 乳がん治療とくらし 講義＋交流会 14時3０分 ～ 16時0０分

9月24日（火）
がんの治療、ケア、療養に関する
情報収集のヒント

講義＋交流会 14時3０分 ～ 16時0０分

10月31日（木） がん治療はひとりで我慢しないで
～私たち薬剤師がお薬でサポートします～

講義＋交流会 14時30分 ～ 16時0０分

■ 開催場所 :３号館南棟 1 階 ラウンジ　　■ お申し込み ･ お問い合せ：がん相談支援センター 03 - 5363 - 3285（ 直通 ）

がん患者さんと子どものサポートプログラム
参加者募集（SKiP主催）

❶「夏休みキッズ探検隊」
 日程：2019年8月31日（土）13時30分～15時00分
 対象：家族（ 親、きょうだい、祖父母 ）ががんで治療をしていることの 

説明を受けている「 小学生・幼稚園年長のお子さま」
❷「CLIMB®プログラム」
 日程：2019年10月27日、11月10日、17日、24日、
 　　  12月1日、8日（日曜日）

10 時 00 分～12 時 00 分（ 全 6 回 ）
 対象：親ががん治療を受けていて、親の病気の説明を
  受けている「 小学生のお子さま」

※プログラムの詳細は慶應病院ウェブサイトでご案内しています。
【主催】がんの親をもつ子どもサポートチーム
Supporting Kids of Parents with Cancer （通称：SKiP KEIO）

お申し込み・
お問い合わせ

がん相談支援センター
03-5363-3285（直通）

スマートフォン用
QRコード

お申し込み・
お問い合わせ

腫瘍センター
（PSAスクリーニング
キャンペーン事務局）
03 -5363-3858（直通）

スマートフォン用
QRコード

参加申し込み
フォーム▼

予約変更に関するお願い 移転のお知らせ

外来予約センターの電話がつながりにくくなっているため、予約変更が生

じないよう、ご協力をお願いいたします。

ど
の
日
が

大
丈
夫
？

こ
の
日
で

大
丈
夫
？

次回の受診できる日をご確認ください！！1

次回の予約日をご確認ください！！2

診察前

診察時

診察後

会計後

外来診療費請求書に
次回以降の予約が記
載されています。

この日は
受診できない！
と気付いたら、お帰りまでに
診察日は

⑪外来予約センター
検査日は

⑫検査予約センター
へお立ち寄りください

2 号館の改修工事に伴い、受付窓口などの移転を予定しています。

詳しくは当院のウェブサイトや院内掲示をご確認ください。

みなさまにはご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力くださいますよう

お願いいたします。

フロアが変わりました。
文書受付（2 階→ 1 階 ）
入院受付（1 階→ 2 階 ）

2号棟に移転しました。
かかりつけ医
セカンドオピニオン窓口
療養支援相談窓口
がん相談支援センター

7月22日（月）よりフロア内で移転します。
初診受付
再診受付


